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フォーラムＩ：変動する家族

食教育からみた子どもの食

足立己幸（女子栄養大学）

過去・現在・未来一子供と家族－

家族 地域

　子どもの食生活をめぐる問題点が多々指摘され、その原因や背景の一一つに家庭にお

ける食の乱れや家族との関係が密接でない状況があげられる。こうした状況の成立に

かかわる要因の一つとして、食教育の場で具体的な「家族の食事」像を育てるような

教育の枠組みになっていない点を問題提起したい。教育内容の全体的、直接的な反映

である教材に注目する。

　（１）栄養素選択型栄養教育の基本的な枠組みである「栄養所要量」、食材料選択型

栄養教育の「食品群」や「食品構成」共に具体的なデーターは一一人一日単位である。

一方、日常的な食材人手、調理、食事づくり等食事づくりの諦行動は家族単位で営ま

れる。そして必ずしも一日単位ではない。（2）塾mいなど子ども白身のライフスタ

イルの多様化が進む中で、家族との共食や異世代の人々との食情報の交換の機会が漸

減しているので、家族の食の1茫みの具体的なイメージを得る機会力/少なくなっている。

　（３）食事を作る、準備する機会も減少している。「作る」が「調理」に倭小化して

扱われろ中での子どもたちの「食事」ばなれ。（４）食事の自立、自立的な食事を営

む力は家族や仲間達との食事の営みの中に、自分の食を位置づけつつ形成されると考

えている○社会や家族から孤立してとらえられる食事と自立｡的な食事の混同はないか。

　（５）親子関係、家族関係、友人関係、地域とのかかわりでの食の形成や構築自体に

焦点を当てた発達的視点の重要性。

I Bp- 4 (P) 学童期の栄養と食生活

○八倉巻和子　村田輝子 佐藤朝子（大妻女大）

[目的]心身ともに発育のピークを迎える学童期の子どもたちの生活環境は大きく変わってきて

いる。特に、学習塾通いや習い事などによる不規則な生活リズムは、食生活の乱れに影響を及

ぼしていると思われる。そこで、子どもたちの身体状況、食生活状況、食物摂取状況を捉え、

子どもを取り巻く環境との関連について問題点を指摘し、子どもと母親への食教育のあり方を

提言したいと考えている。

[方法]東京都区内、八王子市、東村山市、横浜市、茨城県の小学校５年生689名(男児345名､女

ぶ^iV,)を対象に、1991)年G川から川｣にかけて生活状況調査と栄養摂取mm杏を実施した。

臨い川t .栄筰摂収状況:平り栄養摂mmは、rこネルギーl()'^';,kcal、たんばく質r)?. Ok、Ⅲ質^2.

H、糖質'-'-Ki.Ok、カルシウノ、b-M)mg.、畝(i.l)mK、ビタミンA 178^111、ビタミンR,(｡9;)mK、ビタミ

ンBil.13mR、ビタミンC 59II1Kであった。ビタミン類を除いて対象年齢の栄養所要､肌を下回って

いる。2.生活状況:学校の授業以外の時間の使い方をみると｢テレビ雑誌をみる｣｢室内のゲー

ムをする｣という児童が多いが、塾に通う児童も45. 7％いた。塾に通う児童は｢疲れぎみ｣｢休が

だるい｣という体の不調を訴えている。3. 食生活状況:朝食を欠食する児粛が約]0％おり､それ

らの者は朝食をいつも食べる者に比べて夜食を食べることが多い。また、夕食を家族そろって

食べる児童は41. 1％であり、家族で食べ物や健康についての話をすることが少ない傾向がみら

れる。食事に対する満足度をみると、｢食事が楽しい｣と答えた児童は、朝食では17.6％、給食

では(58.&％、夕食では50.r)％である。食申が楽しい叩由は｢友達と話ができるから｣｢家族がそ

ろうから｣で､楽しくない理由は｢一人で食べるから｣｢時間がないから｣などがあげられでおり、

味覚よりも食事をするときの環境や雰囲気が大きく関与しているものと思われる。
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